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第２６２号

マ
レ
イ
シ
ア
の
マ
ハ
テ
ィ
ー

ル
首
相
が
１
月
１９
日
、
四
條
畷

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、
メ
デ
ィ

ア
情
報
文
化
学
科
を
見
学
す
る

と
と
も
に
、
福
田
國
彌
理
事
長

ら
と
歓
談
し
、
親
交
を
深
め
ま

し
た
。

首
相
ご
夫
妻
と
マ
ル
ズ
キ
駐

日
大
使
ら
一
行
は
随
員
・
報
道

・
警
護
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
、

予
定
の
午
後
２
時
半
よ
り
早
め

に
、
正
面
玄
関
に
到
着
。
福
田

理
事
長
、
南
茂
夫
学
長
、
石
桁

正
士
総
合
情
報
学
部
長
、
元
場

俊
雄
工
学
部
長
ら
が
出
迎
え
、

１
号
館
会
議
室
へ
。
ま
ず
福
田

理
事
長
が
英
語
で
「
マ
ハ
テ
ィ

ー
ル
首
相
ご
夫
妻
を
は
じ
め
皆

さ
ん
を
我
々
の
大
学
に
お
迎
え

で
き
、
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。
と
り
わ
け
ハ
ッ
ピ
ー
な
の

は
、
新
し
い
ビ
ル
の
中
に
あ
る

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ス
テ
ム

を
見
て
い
た
だ
け
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
の
に
続

き
、
青
木
靖
彦
助
教
授
が
学
園

の
概
要
と
特
色
を
英
語
で
説
明

し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
６
号
館
に
移
動
し
、

１
階
演
習
室
で
２０
人
の
学
生
が

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
動
画
づ
く
り

に
取
り
組
む
授
業
を
熱
心
に
見

学
。
学
生
か
ら
の
「
私
た
ち
の

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
を
ご
覧
に

な
っ
た
印
象
は
？
」「
マ
レ
イ
シ

ア
の
Ｉ
Ｔ
教
育
の
現
状
は
？
」

な
ど
の
質
問
に
、
首
相
は
「
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
大
学
を
設
立
し
、

企
業
も
活
発
に
投
資
し
て
魅
力

あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
」
と

回
答
し
、
逆
に
学
生
に
「
ソ
フ

ト
の
制
作
は
何
年
く
ら
い
？
」

と
質
問
。
日
本
語
で
答
え
る
学

生
に
「
英
語
も
重
要
な
技
術
で

は
？
」
と
突
っ
込
む
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。

２
階
の
音
響
ス
タ
ジ
オ
で
は
、

松
田
稔
教
授
、山
路
敦
司
講
師
、

馬
野
訓
子
講
師
が
設
備
に
つ
い

て
「
メ
デ
ィ
ア
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
、

遠
隔
講
義
、
各
種
番
組
制
作
、

楽
器
製
作
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
研
究
、

携
帯
電
話
に
よ
る
情
報
配
信
な

ど
を
、
学
生
が
中
心
に
な
っ
て

進
め
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
、

こ
の
ス
タ
ジ
オ
を
考
え
て
お
り

ま
す
」と
説
明
。
こ
れ
に
対
し
、

シ
テ
ィ
・
ハ
ス
マ
首
相
夫
人
が

「
映
像
ス
タ
ジ
オ
と
音
像
ス
タ

ジ
オ
は
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す

か
？
」
と
質
問
す
る
な
ど
、
首

相
と
と
も
に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

へ
の
関
心
の
高
い
こ
と
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

見
学
を
終
え
た
一
行
は
再
び

１
号
館
会
議
室
に
戻
り
、
福
田

理
事
長
か
ら
記
念
品
を
贈
呈
し
、

歓
談
。
約
１
時
間
に
わ
た
る
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
終
え
た
一
行
は
、

玄
関
前
の
バ
ス
停
周
辺
に
集
ま

っ
た
学
生
の
拍
手
に
送
ら
れ
て
、

キ
ャ
ン
パ
ス
を
あ
と
に
し
ま
し

た
。

◆平成１２年度◆

学業優秀賞受賞者
１１７人が選ばれ、卒業生には
３月の学位授与式・卒業式で
賞状と副賞（図書券５万円）
が贈られました。（名簿の数字
は年次）
【電子工学科】
�片山真悟、木村尚貴、米田
雅彦
�鏡原 聡、高岡亮介、扶川
喬之
�大山紀子、小倉 肇、山形
朋久
	上村武生、大石幸生、中村
幸博

【通信工学科】
�佐藤 肇、女鹿田雅彦、山
室裕貴
�安東栄治、小原 兄、藤原
正

�井原浩次郎、赤土卓哉、藤
森雅之
	鈴木一生、�橋 正、松下
岳夫
【電子材料工学科】
�景山真弓、小林克己、三輪
勇紀
�岡田大賀、殿水邦拓、吉�
史朗
�小田淳史、瓶割浩司、松本
知隆
	原 佐知子、益田圭悟、山
口明子

【電子機械工学科】
�岡本栄二、黒田修一、千本
純輝
�伊藤 健、野矢浩司、八田
智裕
�池添明宏、今水宏和、中山
泰宏
	片山 光、武内紀子、馬場
隆史
【知能機械工学科】
�釜谷真由美、山本大貴、吉
村昌也
�仙波有佳、松村千晶、山下
玲依奈
�奥 達也、澤井一義、嶋田
哲也
	菊池 陽、長森正樹、温水
寛博

【光システム工学科】
�中口明彦、中森健太、吉田
光太郎
�荒木一馬、今井健史、�沖
英司
�天川良太、新谷雄一郎、藤
原隆寛
	中野克則、程野将式、三宅
義弘
【情報工学科】
�井田 亮、氏部史章、高盛
雅博、直井 健、藤田寛士
�畦地良隆、菊川陽介、黒崎
昌紀、佐々木洋平、村山友哉
�天野岳史、岡本幸子、河村
圭祐、川村 力、久保田晃造
	要 徳幸、栗岡佳弘、橋本
智広、樋口智紀、森脇俊文

【メディア情報文化学科】
�久徳大祐、藤本明子、前田
裕

【工学部第２部電子工学科】
�立河慎也、濱田将門
�上田博之、箕輪享太
�
田英司、宮本裕也
【工学部第２部知能機械工学
科】
�上内信司、中嶋博之
�繁田健也、薮野弘樹
�岡田章吾、勝見慎治
【短期大学部】
�大山慎三、佐藤宣久、白井
和彦、山本博之
�大石哲士、鈴木直子、田中
香織、田伏幸司、中井隆一、
中澤康人

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ス
テ
ム
に
高
い
関
心

医療福祉工学科の開設を祝って乾杯する大学関係者と来賓の方々

新
し
い
世
紀
に
新
た
な
出
会
い４

月
か
ら
工
学
部
第
１
部
に

「
医
療
福
祉
工
学
科
」
が
新
設

さ
れ
、
第
１
期
生
と
し
て
８８
人

が
入
学
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
３
月
２７
日
、

守
口
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
、
新

学
科
の
開
設
を
記
念
し
た
パ
ー

テ
ィ
ー
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

福
田
國
彌
理
事
長
の
挨
拶
に

続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て
塚

原
勇
学
校
法
人
関
西
医
科
大
学

理
事
長
、
西
村
和
典
日
本
臨
床

工
学
技
士
会
副
会
長
、
佐
藤
俊

輔
日
本
エ
ム
・
イ
ー
学
会
会
長

が
祝
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
鏡
割

り
を
行
い
、
阿
部
裕
労
働
福
祉

事
業
団
大
阪
労
災
病
院
名
誉
院

長
の
発
声
で
乾
杯
。
新
学
科
の

誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
・
マ
レ
イ
シ
ア
首
相

四
條
畷
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
学

第１期生に８８人
パーティーで誕生祝う

医療福祉工学科

２０００人迎え
入学式

国際シンポで声価高める
関西とアジアの交流拡大に向けて

１月１８日、大阪市の大阪国際会議場で、マレイシア
のマハティール首相らをゲストに国際シンポジウム「２１
世紀の関西とアジア交流の拡大と深化をめざして」（毎
日新聞社主催）が開催されましたが、このイベントに
学校法人大阪電気通信大学が協賛、声価を高めました。
同シンポジウムは毎日新聞社が提唱する「ウエイク

アップ関西」運動の一環として開かれたもので、マハ
ティール首相の基調講演に続いて、タイのスリン外相、
韓国の崔相龍駐日大使、堺屋太一前経済企画庁長官、
浅田和男NTT 西日本社長が「アジアと日本からの提言」
をテーマにリレー講演。ジャーナリストの鳥越俊太郎
氏をコーディネーターに、パネルディスカッションが
行われました。
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平成１３年度の入学式が、
大学は４月６日、寝屋川市
民会館＝写真＝で、大学院
が９日、寝屋川キャンパス
図書館小ホールで、また高
等学校が９日、同校体育館
で、それぞれ行われ、学校
法人全体で約２０００人の新入
生を迎えました。

新入生は、大学院１００人、
大学工学部第１部８３０人、同
第２部１０２人、総合情報学部
３８８人、短期大学部２０４人。
高等学校は、普通科２１８人、
電子工業科１５８人の計３７６人。
（学長告辞、理事長祝辞の
要旨を２面に掲載）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

歓迎の挨拶をする福田理事長。左から２人目が
マハティール首相（毎日新聞社提供）
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学
生
に
質
問
を
す
る
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
と
夫
人

（
左
か
ら
２
人
目
）
�
毎
日
新
聞
社
提
供
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工学部第１部
西村純一（にしむら
・じゅんいち＝数理
科学研究センター教
授）
１９７２年京都大学理
学部卒。７４年同大学
院理学研究科数学専
攻修士課程修了。北
海道教育大学助教授。
理学博士、５１歳。

福田共和（ふくだ・
ともかず＝数理科学
研究センター教授）
１９７２年東京大学理
学部物理学科卒。７７
年同大学院理学系研
究科博士課程修了。
大阪大学助手、東京
大学助教授。理学博
士、５２歳。

矢部 寛（やべ・ひ
ろし＝知能機械工学
科教授）
１９６０年京都大学工
学部機械工学科卒。
６５年同大学院工学研
究科博士課程修了。
同教授。工学博士、
６３歳。

渡邊俊彦（わたなべ
・としひこ＝電子工
学科助教授）
１９８８年大阪府立大
学工学部経営工学科
卒。９０年同大学院工
学研究科博士前期課
程経営工学専攻修了、
神戸製鋼所入社。工
学博士、３５歳。

新しく着任された先生

青沼秀児（あおぬま
・しゅうじ＝電子材
料工学科助教授）
１９８６年京都大学工
学部石油化学科卒。
９１年同大学院工学研
究科博士後期課程単
位取得退学。東京大
学物性研究所助手。
工学博士、３７歳。

土居元紀（どい・も
とのり＝通信工学科
講師）
１９９３年大阪大学基
礎工学部制御工学科
卒。９８年奈良先端科
学技術大学院大学情
報科学研究科博士後
期課程修了。同助手。
工学博士、３０歳。

日坂真樹（ひさか・
まさき＝光システム
工学科講師）
１９９５年大阪大学工
学部応用物理学科卒。
２０００年同大学院工学
研究科応用物理学専
攻博士後期課程修了。
大阪電気通信大学非
常勤講師。工学博士、
２９歳。

医療福祉工学科
海本浩一（うみもと
・こういち＝教授）
１９８２年大阪薬科大
学薬学科卒。公立忠
岡病院、大阪労災病
院。工学博士、４４歳。

新川拓也（にいかわ
・たくや＝講師）
１９９３年大阪電気通
信大学工学部応用電
子工学科卒。９９年同
大学院工学研究科博
士後期課程情報工学
専攻満期退学。同事
務職員。工学博士、
３１歳。

工学部第１部

淨慶一之（じょうけ
い・かずゆき＝助教
授）
１９７７年姫路工業大
学工学部応用化学科
卒、アルナ工機入社。
９５年大阪滋慶学園大
阪ハイテクノロジー
専門学校臨床工学技
士科卒。工学博士、
４８歳。

来海 暁（きまち・
あきら＝情報工学科
講師）
１９９３年東京大学工
学部計数工学科卒。
９９年同大学院工学系
研究科計数工学専攻
博士課程修了。同助
手。工学博士、３２歳。

北嶋 暁（きたじま
・あきら＝情報工学
科講師）
１９９３年大阪大学基
礎工学部情報工学科
退学。９８年同大学院
基礎工学研究科物理
系専攻情報工学分野
博士課程修了。同助
手。工学博士、３０歳。

総合情報学部

新
世
紀
の
初
頭
の
４
月
、
新
入
生

諸
君
を
迎
え
、
第
４１
回
入
学
式
を
挙

行
で
き
ま
す
こ
と
は
、
私
ど
も
教
職

員
一
同
の
大
き
な
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

本
学
は
今
を
遡
る
こ
と
４０
年
。
電

子
工
学
科
１
学
科
か
ら
出
発
し
た
工

学
系
単
科
大
学
で
あ
り
ま
す
が
、
我

が
国
産
業
界
の
発
展
と
相
俟
っ
て
着

実
な
歩
み
を
続
け
て
、
理
工
系
総
合

大
学
に
成
長
。
現
在
、
全
学
部
の
卒

業
生
は
３
万
人
に
及
ん
で
お
り
、
産

業
界
の
各
方
面
で
中
心
的
役
割
を
果

た
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
３
専
攻

の
前
期
・
後
期
課
程
か
ら
な
る
大
学

院
工
学
研
究
科
で
は
、
５００
余
名
の
修

士
、
１５
名
の
博
士
が
誕
生
し
、
最
先

端
技
術
の
先
兵
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

大
学
に
入
学
し
た
諸
君
は
、
学
生

と
呼
ば
れ
ま
す
。
学
生
と
は
「
学
び

修
め
る
人
間
」と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

学
ぶ
と
い
う
言
葉
の
裏
に
は
学
び
取

る
と
い
う
能
動
的
な
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
大
学
の
先
生
方
は
、

諸
君
の
自
主
的
な
知
的
欲
求
を
満
足

さ
せ
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
ま
す
。

先
生
方
は
諸
君
の
質
問
に
よ
っ
て
諸

君
の
理
解
度
を
判
定
し
、
質
問
の
多

い
講
義
で
あ
っ
て
こ
そ
充
実
感
を
味

わ
う
の
で
す
。

社
会
に
出
る
と
、
複
数
の
正
解
が

あ
る
問
題
や
、
答
え
が
全
く
な
い
と

い
う
問
題
に
、
少
な
か
ら
ず
遭
遇
し

ま
す
。
問
題
と
は
唯
一
の
正
解
が
あ

る
も
の
と
い
う
考
え
を
捨
て
、
何
事

に
も
疑
問
を
持
つ
と
と
も
に
、
深
い

思
考
力
を
養
う
訓
練
に
挑
ん
で
く
だ

さ
い
。

大
学
や
大
学
院
は
諸
君
が
小
学
校

以
来
受
け
て
き
た
教
育
期
間
の
最
終

の
場
で
あ
り
、
卒
業
後
に
は
社
会
と

い
う
大
競
争
の
世
界
が
待
ち
受
け
て

い
ま
す
。
将
来
技
術
者
と
し
て
歩
む

諸
君
に
は
、
そ
の
厳
し
さ
は
な
お
さ

ら
で
す
。
将
に
実
力
だ
け
で
世
の
中

を
渡
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
こ

の
大
学
に
来
た
の
か
、
な
ぜ
こ
の
学

科
を
選
ん
だ
の
か
を
、
冷
静
さ
を
取

り
戻
し
て
再
度
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。天

職
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

自
ら
楽
し
み
な
が
ら
生
涯
が
送
れ
る

職
業
の
こ
と
で
す
。
専
門
性
の
強
い

大
学
ほ
ど
、
大
学
や
学
科
選
び
が
天

職
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
人
事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待

つ
と
言
い
ま
す
が
、
何
事
も
諦
め
な

い
で
一
生
懸
命
に
努
力
す
る
こ
と
で

天
職
へ
の
道
が
開
け
ま
す
。

社
会
に
出
る
と
色
々
な
物
差
し
で

諸
君
は
計
ら
れ
ま
す
。
人
間
と
し
て

の
心
、
姿
勢
、
態
度
な
ど
が
、
知
ら

ぬ
間
に
社
会
に
よ
っ
て
採
点
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。
専
門
性
に
優
れ
、
人

間
性
を
も
兼
ね
備
え
た
、
平
衡
感
覚

の
あ
る
技
術
者
が
高
く
評
価
さ
れ
る

の
は
当
然
で
す
。

そ
れ
に
は
、
大
学
時
代
に
十
分
な

基
礎
教
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
人

文
・
社
会
系
の
勉
強
に
も
力
を
注
い

で
く
だ
さ
い
。
そ
の
上
に
、
ク
ラ
ブ

活
動
に
ぜ
ひ
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
勧

め
ま
す
。
大
学
初
期
の
情
熱
ほ
と
ば

し
る
青
春
時
代
の
縦
社
会
で
、
人
間

は
見
違
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

２１
世
紀
の
創
造
的
科
学
技
術
立
国

を
担
う
に
は
、
さ
ら
に
大
学
院
に
進

学
さ
れ
る
こ
と
も
重
要
な
選
択
肢
の

一
つ
で
す
。
さ
ら
な
る
向
学
心
に
燃

え
る
新
入
生
の
諸
君
は
、
今
か
ら
大

学
院
進
学
を
射
程
に
入
れ
て
勉
学
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

大
学
生
時
代
は
、
二
度
と
来
な
い

諸
君
の
青
春
時
代
と
重
な
る
貴
重
な

期
間
で
す
。
健
康
に
は
十
分
に
留
意

さ
れ
、
頭
脳
と
心
身
の
鍛
練
に
ま
い

進
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

（
工
学
部
入
学
式
か
ら
）

新
入
生
の
諸
君
、
ご
入
学
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

学
園
は
今
年
が
創
立
６０
周
年
、
学

校
法
人
発
足
５０
周
年
、
大
学
４０
周
年

の
記
念
す
べ
き
年
に
当
た
り
、
秋
に

は
様
々
な
記
念
事
業
が
展
開
さ
れ
ま

す
。デ

ィ
ジ
タ
ル
時
代
は
、
皆
さ
ん
の

勉
強
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
根
本
に

あ
り
ま
す
。
２１
世
紀
の
新
し
い
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
分
野
を
、
皆
さ
ん
が
開

拓
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
２１
世
紀
の

社
会
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。
我
々

人
類
に
出
来
る
こ
と
は
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
粋
を
尽
く
し
て
、
あ
ら
ゆ
る

英
知
を
も
っ
て
、
２１
世
紀
を
つ
く
る

時
代
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を

や
る
の
は
皆
さ
ん
で
あ
り
ま
す
。
２１

世
紀
は
皆
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
巨
大

な
空
間
で
あ
り
、
長
い
無
限
の
時
間

で
あ
り
ま
す
。
新
し
い
空
間
と
社
会

を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
大
学
は
常
に
発
展
す
る
大
学

で
す
。
皆
さ
ん
が
大
い
に
独
創
性
を

発
揮
し
て
、
未
来
を
開
拓
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
と
も
に
学
園
が
発
展
す

る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

（
工
学
部
入
学
式
か
ら
）

南 茂夫学長

努
力
で
天
職
の
道
開
け

学
長
告
辞

何
事
に
も
疑
問
持
ち
、
深
い
思
考
力
養
お
う

福田國彌理事長

新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分
野
開
拓
し

２１
世
紀
の
新
空
間
と
社
会
の
創
造
を

宣
誓
書
を
南
学
長
に
渡
す

米
塚
三
紗
さ
ん

理
事
長
祝
辞

（敬称略）
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平
成
１２
年
度
の
退
職
者
送
別

会
が
３
月
１６
日
、
枚
方
市
の
ヴ

ェ
ル
ジ
ェ
香
里
園
で
開
か
れ
ま

し
た
。

退
職
す
る
招
待
者
１４
人
の
う

ち
１１
人
が
出
席
。
室
谷
正
彰
世

話
人
代
表
（
電
子
材
料
工
学
科

教
授
）、南
茂
夫
学
長
、福
田
國
彌

理
事
長
の
挨
拶
、
学
長
に
よ
る

記
念
品
贈
呈
の
あ
と
、
退
職
者

を
代
表
し
て
山
本
淳
之
氏
が「
２０

世
紀
は
新
し
い
世
紀
だ
と
思
っ

て
や
っ
て
き
て
、
い
ろ
ん
な
夢

を
見
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
２１
世

紀
に
入
っ
て
静
か
に
退
散
さ
せ

て
も
ら
う
。
学
園
が
大
い
に
発

展
さ
れ
る
こ
と
を
祈
願
す
る
と

と
も
に
、
基
礎
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
次

い
で
元
場
俊
雄
工
学
部
長
の
発

声
で
乾
杯
、宴
に
移
り
ま
し
た
。

◇

◇

３
月
の
退
職
者
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
）

▽
山
本
尤
（
人
間
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
教
授
）
▽
西
尾
眞
喜
子

（
数
理
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
教

授
）
▽
山
本
淳
之
（
同
教
授
）

▽
小
林
亘
彦
（
電
子
工
学
科
助

教
授
）
▽
山
下
睦
雄
（
同
助
教

授
）
▽
大
久
保
利
美
（
通
信
工

学
科
教
授
）
▽
中
西
務
（
電
子

材
料
工
学
科
助
教
授
）
▽
片
山

仁
志（
電
子
機
械
工
学
科
講
師
）

▽
平
木
久
雄
（
光
シ
ス
テ
ム
工

学
科
教
授
）
▽
西
川
義
郎
（
就

職
部
参
与
）
▽
喜
納
昌
明
（
庶

務
課
課
長
補
佐
）▽
林
信
弘（
会

計
課
課
長
補
佐
）
▽
中
本
武
男

（
実
験
サ
ポ
ー
ト
課
嘱
託
職
員
）

▽
黒
瀬
香
織
（
学
生
課
医
務
室

嘱
託
職
員
）

平
成
１２
年
度
の
卒
業
式
・
学
位

授
与
式
が
３
月
２３
日
、
寝
屋
川
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
と
寝
屋
川
キ
ャ

ン
パ
ス
図
書
館
小
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
学
位
記
を
授
与
さ
れ

た
の
は
、
修
士

８０
人
、
学
士
９６８

人
。
短
期
大
学

部
が
卒
業
２１２

人
、
専
攻
科
修

了
８
人
。

高
等
学
校
の

卒
業
式
は
２
月

２１
日
、
守
口
市

の
同
校
体
育
館

で
行
わ
れ
、
普

通
科
１９３
人
、
電

子
工
業
科
１８６
人

の
計
３７９
人
が
卒

業
し
ま
し
た
。

学
科
別
に
パ
ー
テ
ィ
ー
も

卒
業
式
と
相
前
後
し
て
、
各
学

科
別
に
卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か

れ
ま
し
た
。

情報工学科のパーティー（千代田食堂で）

学
園
の
さ
ら
な
る
発
展
願
っ
て
―

電
子
工
学
科
の
小
林
亘
彦
、

山
下
睦
雄
両
助
教
授（
３
月
末
、

定
年
退
職
）
の
退
職
記
念
講
演

が
２
月
に
、
図
書
館
小
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
林
先
生
は
ホ
ー
ル
を
埋
め

た
学
生
、
先
生
ら
を
前
に
、
３５

年
間
の
思
い
出
を
語
り
、
最
後

は
「
卒
業
生
は
私
の
宝
で
す
」

と
の
言
葉
で
講
演
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

ま
た
、
山
下
先
生
は
「
電
波

と
私
」
と
題
し
て
講
演
。
外
国

航
路
の
通
信
士
時
代
を
含
め
て
、

４０
年
間
電
波
一
筋
の
人
生
を
語

り
、
会
場
に
持
ち
込
ん
だ
高
周

波
発
信
器
で
モ
ー
ル
ス
信
号
を

た
た
い
て
蛍
光
灯
を
発
光
さ
せ

る
な
ど
実
演
も
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

退
職
者

送
別
会

小林先生

山下先生

退
職
記
念
講
演

実
演
交
え
熱
く

質
問
に
答
え
る
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん

４月１日から、日本野球機構ホームページ(http:
��www.npb.or.jp�）上に、大阪電気通信大学の
ホームページにリンクするバナー広告が掲載さ
れています。４種のデザインがくるくる変わる
アニメーションで、掲載は２００２年１月末まで。

送別会に出席した退職者の皆さん

教
員
昇
任
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
職
）

▽
工
学
部
第
１
部
長
・
第
２
部
長

を
兼
務
、
教
授
井
川
直
哉
▽
総
合
情

報
学
部
長
を
兼
務
、
教
授
神
村
俊
一

▽
教
授
（
助
教
授
）
白
石
正
久
▽
教

授
（
助
教
授
）
橋
本
不
二
雄
▽
教
授

（
助
教
授
）
森
幸
治
▽
教
授
（
助
教

授
）
小
見
山
彰
▽
教
授
（
助
教
授
）

松
村
雅
史
▽
助
教
授
（
講
師
）
鈴
江

久新
任
職
員

▽
情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー
事
務

室
、
勝
間
智
康
▽
同
、
清
水
学
▽
教

務
部
教
務
課
、
末
広
剛
▽
入
試
部
入

試
課
、
松
原
彩
▽
就
職
部
就
職
課
、

力
久
竜
治

異
動
（
旧
職
は
省
略
）

【
法
人
】

▽
事
務
局
長
、
藤
田
智
一
▽
総
務

部
長
兼
人
事
課
長
、
中
島
良
造
▽
企

画
情
報
部
長
兼
企
画
広
報
課
長
、
村

田
光
弘
▽
企
画
情
報
部
事
務
電
算
課

長
、
長
濱
敏
夫

【
大
学
】

▽
事
務
局
長
、
浪
越
宏
治
▽
事
務

局
会
計
課
長
、
宗
友
道
夫
▽
事
務
局

庶
務
課
分
室
長
、
具
志
正
雄
▽
図
書

館
事
務
室
長
、
長
谷
部
秀
夫

人
事
異
動
・
組
織
変
更
４

月

１
日
付

２
０
０
３
年
４
月
か
ら
高
等

学
校
で
「
情
報
」
の
学
習
が
始

ま
り
ま
す
が
、
総
合
情
報
学
部

の
情
報
工
学
科
、
メ
デ
ィ
ア
情

報
文
化
学
科
の
両
学
科
で
「
高

等
学
校
教
諭
１
種
（
情
報
）
」
免

許
が
取
得
で
き
る
教
職
課
程
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
大
学
院
工
学
研
究
科

情
報
工
学
専
攻
で
は
、
す
で
に

「
高
等
学
校
教
諭
１
種（
情
報
）」

免
許
を
持
っ
て
い
る
場
合
、
必

要
な
単
位
取
得
に
よ
り
「
高
等

学
校
教
諭
専
修
（
情
報
）
」
免
許

の
取
得
が
可
能
で
す
。

高
校
の
「
情
報
」
免
許

２
学
科
で
取
得
可
能
に

平
成
１２
年
度
の
卒
研
後
援
会

賞
に
７
件
が
選
ば
れ
、
３
月
２３

日
、
河
村
嘉
顯
学
生
部
長
（
電

子
工
学
科
教
授
）
か
ら
賞
状
と

副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▽
「
ク
ル
ー
レ
ス
ソ
ー
ラ
ボ

ー
ト
の
製
作
」
奥
村
研
・
環
境

物
理
計
測
研
究
室
（
代
表
・
北

川
正
文
、
谷
口
太
一
）
▽
「
ひ

げ
将
軍(

N
H
K
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
向
け
製
作
）」鈴
江
研
・

中
尾
憲
起
、
五
反
田
正
樹
、
西

出
直
樹
▽「
車
椅
子
で
G
O
」電

子
技
術
研
究
部
・
小
竹
拓
也
▽

「
す
て
ね
こ
く
ん（
相
撲
ロ
ボ
ッ

ト
）
」
同
・
岩
崎
健
司
▽

「
S
P
O
O
N
（
同
）」
同
・
東

田
拓
馬
▽「
S
S
４
０
０（
同
）」

同
・
日
高
芳
智
▽
「
六
足
（
ロ

ボ
ッ
ト
）」
同
・
森
康
一

平
成
１２
年
度
卒
研
後
援
会
賞

奥
村
研
・
環
境
物
理
計
測

研
究
室
な
ど
７
件
選
定

平
成
１２
年
度
の
コ
ナ
ミ
冠
講

座
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
」

の
最
終
回
は
、
１
月
１１
日
、
大

阪
市
北
区
の
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
会
場
に
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
２１

世
紀
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

福
田
國
彌
理
事
長
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
つ
と
め
、
上
月
景

正
コ
ナ
ミ
社
長
を
は
じ
め
水
野

博
之
副
理
事
長
（
元
松
下
電
器

産
業
副
社
長
）、大
森
一
樹
総
合

情
報
学
部
教
授（
映
画
監
督
）、

湯
場
崎
直
養
マ
イ
コ
ム
社
長
、

中
山
修
オ
ー
エ
ヌ
電
子
社
長
、

寺
内
一
秀
ニ
ッ
シ
ョ
ー
機
器
社

長
の
６
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、

豊
富
な
経
験
を
披
露
し
な
が
ら
、

２１
世
紀
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
に
つ
い
て
討
論
を
進
め
ま
し

た
。

こ
の
あ
と
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

パ
ネ
リ
ス
ト
と
大
学
院
生
が
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

コ
ナ
ミ
冠
講
座
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
」

最
終
回
は
２１
世
紀
の
ビ
ジ
ョ
ン
討
論
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──KCEO というのは？

赤田 コナミ株式会社の分社化で生まれた開発

子会社ですが、やってることは昔と変わりません

し、別の会社というイメージはないですね。

──コナミに入った動機は何ですか。

赤田 ハム（アマチュア

無線）が好きで、無線機メ

ーカーに内定したんですが、

コンピュータのソフトを作

りたくて、結局、コナミ工

業（現コナミ）に入りました。当時は情報が少な

くて、ゲームをやってるなんて知りませんでした。

ゲームセンターのイメージはよくなかったですか

らね。この８年くらいは、仕事は野球一色です。

──やはり球場に見に行くわけですか。

赤田 はい。しょっちゅう行きますよ。テレビ

と球場は雰囲気が違いますからね。テレビの放送

も６台くらい総動員して録画して、新しい選手な

どを研究します。ファームの試合も見ますよ。

──ゲームを作る人って、どんな生活なんです

か。

赤田 若い頃は会社に泊まり込んで、ほとんど

家に帰らないこともありましたが、今はプロデュ

ーサーですから、そんなことはなくなりましたね。

──どんな学生時代でしたか。

赤田 アルバイトばっかりやって、旅行に行っ

たり、好きなことをいろいろやりまし

た。結局５年かかってしまいましたけ

ど、結構感性を磨けたと思いますから、

いまになって思うと、この余分の１年

は随分プラスになってますよ。

──卒研は？

赤田 清野武先生（現名誉教授）で

した。電子でソフトをやって

いたのは、清野先生だけだっ

たんです。テーマはたしか、

パソコン上で交通シミュレー

ションをやったんですが、ア

ルバイト先に９８があったんで

「今晩泊まるので使わせてく

ださい」と頼んで、卒研をや

ってました（笑）。

──後輩にアドバイスがあ

りましたら。

赤田 いまは採用の面接も

しますが、まず感性を見ます。

大学は勉強するところですが、

感性を磨く場でもあると思い

ます。時間は学生の時しかな

いですから

ね。広く浅く

雑学をやるっ

てのは、無駄

なように見え

ても感性を磨くことにつながっていき

ます。感性はどんな仕事でも大事なこ

とじゃないでしょうか。

コナミの人気ゲーム・ソフト「パワフルプロ野球」のプロデュー
サーは、１９８５年（昭和６０年）に電子工学科を卒業した赤田勲（あか
だ・いさお）さん。現在は大阪に本拠を置く株式会社KCEO のコン
シューマソフトウェア事業部CS 第１グループ野球制作プロダクショ
ンで、プロデューサーとして指揮をとっている。

は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
、
順
不

同
）

【
電
子
機
械
】
花
谷
真
洋
、
北

村
政
裕
、
兼
城
賢
、
永
山
桂
三
、

磯
嶋
誠
治
、
奥
園
弘
、
神
村
秀

和
、
荘
山
敏
英
、
茅
早
謙
吾
、

西
江
純
一
、
西
尾
一
浩
、
福
本

大
介
、
藤
井
直
人
、
峰
浦
高
行
、

宗
重
誠
、
北
川
宗
孝
、
佐
藤
暢

人
、
鮫
島
光
昭
、
粟
飯
原
善
之
、

伊
藤
章
二
、
川
上
拓
朗
、
陣
川

裕
介
、
鈴
木
明
宏
、
高
辻
圭
、

田
坂
啓
、
立
花
剛
、
田
中
伸
明
、

中
山
泰
宏
、
西
川
典
和
、
藤
原

正
弘
、
細
川
正
臣

【
知
能
機
械
】
一
色
亜
紀
、
居

原
田
佳
代
子
、
上
田
篤
、
上
東

洋
平
、
奥
達
也
、
桑
原
悟
、
小

谷
川
悟
史
、
小
林
利
章
、
澤
井

一
義
、
中
村
俊
一
、
山
添
喜
浩
、

嶋
岡
洋
和
、
稲
谷
英
敏
、
尾
杉

匡
哉
、
菊
池
陽
、
砂
�
弘
章
、

福
喜
多
俊
宏
、
梁
辰
豪
、
大
島

康
敬
、
横
山
裕
一
郎

大学時代は感性磨こう

【株式会社KCEO】
大阪市北区梅田２―５―２５
電話０６・６３４３・０５７３

「
パ
ワ
フ
ル
プ
ロ
野
球
」を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

株式会社ＫＣＥＯ
プロデューサー

赤田勲さん

昨
秋
、
寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
た
電
気
関
係
学
会
関

西
支
部
連
合
大
会
で
の
発
表
に

対
し
、
情
報
工
学
専
攻
の
大
学

院
生
２
人
が
、
情
報
処
理
学
会

学
生
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

松
村
康
史
君
（
梅
田
研
）
の
「
個

別
文
字
の
併
用
認
識
に
よ
る
高

精
度
化
」と
、
田
中
康
晴
君（
魚

井
研
）
の
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
テ
キ
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
相
互
交
換
手
法
に
関
す
る

研
究
」。全
体
で
は
５
人
が
受
賞

し
、
１
月
１５
日
に
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

大
阪
電
気
通
信
大
学
Ｏ
Ｂ
に

よ
る
著
書
が
相
次
い
で
出
版
さ

れ
ま
し
た
。

村
松
英
和
氏
の
「
よ
く
わ
か

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
と
『
安
号
』
の
仕
組
み
」

（
秀
和
シ
ス
テ
ム
刊
）
と
、
中

森
勇
人
氏
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
の

「
ザ
・
リ
ス
ト
ラ

そ
れ
で
も

辞
め
な
か
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
知
恵
」（
Ｋ
Ｋ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

ズ
刊
）。

村
松
氏
は
１
９
７
４
年
度
経

営
工
学
科
卒
、
石
桁
研
。
小
林

電
子
産
業
な
ど
を
経
て
現
在
、

ユ
ッ
ク
ム
ス
�
勤
務
。
上
級
Ｓ

Ｅ
教
育
研
究
会
会
員
。

中
森
氏
は
１
９
８
６
年
度
精

密
工
学
科
卒
、
西
原
研
。
機
械

メ
ー
カ
ー
な
ど
を
経
て
大
手
金

属
メ
ー
カ
ー
の
子
会
社
に
転
職
。

入
社
１０
年
目
の
リ
ス
ト
ラ
を
拒

否
し
て
生
き
残
り
、
今
も
現
役

で
す
。

財
団
法
人
日
本
機
械
設
計
工

業
会
が
実
施
し
た
平
成
１２
年
度

の
機
械
設
計
技
術
者
試
験
３
級

に
、
電
子
機
械
工
学
科
と
知
能

機
械
工
学
科
か
ら
５４
人
が
挑
戦

し
、
５１
人
（
電
機
３１
人
、
知
能

２０
人
）
が
合
格
し
ま
し
た
。
合

格
率
は
９４
％
。

こ
の
資
格
試
験
は
、
実
務
経

験
の
な
い
学
生
が
受
験
で
き
る

の
は
３
級
だ
け
。
機
構
学
、
材

料
力
学
、
機
械
力
学
、
流
体
・

熱
工
学
、
制
御
工
学
、
材
料
工

学
、
工
作
法
、
製
図
、
設
計
工

学
と
幅
広
い
基
礎
的
な
力
が
要

求
さ
れ
ま
す
。
合
格
者
の
氏
名

井上雅友君 田中康晴君 松村康史君

情
報
処
理
学
会
学
生
奨
励
賞

松
村
、田
中
両
君
に
輝
く

電
気
学
会
優
秀
論
文

発
表
賞
は
井
上
君
に

５１
人
が
パ
ス
、合
格
率
９４
％

機
械
設
計
技
術
者
試
験
３
級

インターネットセキュリ
ティとリストラテーマに

ＯＢが相次ぎ出版

８月３日～５日の３日間、高校生・

中学生を対象に、８ビット・マイコン

を使ったロボットづくりに挑戦する「自

由工房公開講座２００１」が開かれます。

定員は２０人。参加費は１０００円（材料費）。

希望者は、往復はがきに郵便番号、

住所、名前、電話番号、学校名、学年

を記入して、〒５７２―８５３０ 寝屋川市初

町１８の８ 大阪電気通信大学「自由工

房公開講座係」へ。問い合わせは電話

０７２・８２４・１１３１。
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ロロボボッットトををつつくくろろうう
中中高高生生対対象象にに「「自自由由工工房房公公開開講講座座」」

石
桁
先
生
が

パ
ネ
リ
ス
ト
に

「
Ｉ
Ｔ
と
職
業

能
力
開
発
」
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公
開
講
座
「
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
生
い
立

ち
」
が
、
５
月
１９
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

日
本
テ
レ
マ
ン
協
会
の
協
力
に
よ
る
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
風
講
義
で
、
講
師
は
延
原
武

春
（
オ
ー
ボ
エ
）
、
中
野
振
一
郎
（
チ
ェ
ン

バ
ロ
）、
藤
田
�
（
リ
コ
ー
ダ
）、
畑
儀
文

（
声
楽
）、
上
塚
憲
一
（
チ
ェ
ロ
）、
堀
江

光
一
（
オ
ル
ガ
ン
）
、
田
嶋
直
士
（
尺
八
）

の
各
氏
。
全
７
回
。
無
料
。
単
位
の
取
得

可
能
（
科
目
履
修
料
等
が
必
要
で

す
）。

・
日
時

５
月
１９
、
２６
日
、
６
月

２
、
９
、
２３
、
３０
日
、
７
月
７
日

午
後
１
〜
４
時

・
会
場

寝
屋
川
市
初
町
１８
―

８

大
阪
電

気
通
信
大
学

寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書

館
小
ホ
ー
ル

・
申
し
込
み

公
開
講
座
係
宛
て
、
往
復

は
が
き
で
。
５
月
１０
日
消
印
ま
で
。
た
だ

し
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
先
着
６０
人
。

問
い
合
わ
せ
は
、
０７２
―
８２４
―

１
１
３
１
。

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
風
の
講
義

公
開
講
座「
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
生
い
立
ち
」

５
月
１９
日
ス
タ
ー
ト

単
位
の
取
得
も
可
能

ま
た
、
制
御
機
械
工
学
専
攻

の
井
上
雅
友
君
（
吉
田
研
）
の

「
胃
電
図
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
評

価
の
基
礎
的
検
討
」
が
電
気
学

会
優
秀
論
文
発
表
賞
を
受
賞
。

山
崎
仁
嗣（
松
村
研
）、
川
端
祐

一
（
入
江
研
）
、
渡
邊
陽
子
（
小

南
研
）、夜
久
宏
幸（
須
崎
研
）、

松
村
康
史（
梅
田
研
）、
田
中
法

博
（
富
永
研
）
の
６
人
が
電
気

関
係
学
会
関
西
支
部
連
合
大
会

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
授

賞
式
は
４
月
１３
日
。
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総
合
情
報
学
部
長
の
石
桁
正

士
先
生
が
３
月
２１
日
、
大
阪
国

際
会
議
場
グ
ラ
ン
キ
ュ

ー
ブ
大
阪
で
開
か
れ
た

大
阪
府
商
工
部
の
職
業

訓
練
指
導
員
研
修
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
Ｉ
Ｔ
と
職
業
能
力
開

発
│
│
Ｉ
Ｔ
革
命
は
職

業
訓
練
を
ど
う
変
え
る

か
」
に
、
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
参
加
�
写
真
左

端
。
昨
年
、
四
條
畷
キ

ャ
ン
パ
ス
に
新
設
さ
れ

た
メ
デ
ィ
ア
情
報
文
化
学
科
に

つ
い
て
、
そ
の
狙
い
な
ど
を
詳

し
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、石
桁
先
生
、

岡
本
武
史
・
元
リ
ク
ル
ー
ト
編

集
長
、
土
居
義
明
・
東
淀
川
高

等
職
業
技
術
専
門
校
情
報
通
信

科
主
査
、
山
中
成
起
・
エ
ー
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
専
門
学
校
校
長

の
４
氏
。緑

樹
会�

だ
よ
り�

平
成
１３
年
度
懇
親
会
・
四
條

畷
学
舎
見
学
会

５
月
１９
日
（
土
）
午
前
１１
時

半
か
ら
寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス
・

レ
ス
ト
ラ
ン
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
で
。
懇

親
会
の
あ
と
バ
ス
で
四
條
畷
へ
。
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